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研究成果の概要（和文）：　各国で神経発達症群の範疇にある子どもと保護者に対する支援が展開されてきた。
その中でも、スウェーデンにおける支援組織Bryggan（橋）の20年間の活動を通して、専門職の資質能力とその
社会的機能について検討した。
　現在もテキストマイニング法を用いた分析を継続しているが、これまでの研究成果から、多職種連携によるア
プローチ、Bryggan内外の研修、保護者との信頼関係と独自の保護者教育マニュアル作成、幼児に対する縦軸
（小学校一年生まで）の継続支援と横軸（地域における教育・医療・保健・福祉機関との連携）のネットワーク
を構築し、診断の有無に関わらず、発達課題のある子どもに対する早期支援体制を示した。

研究成果の概要（英文）：Support has been developed in each country for children and their parents in
 the category of neurodevelopmental disorders. In particular, through the 20 years of activities of 
the support organization Bryggan (bridges) in Sweden, we examined the qualities and abilities of 
professionals and their social functions.
　We are still analyzing using the text mining method. Based on the results of our research so far, 
we found a multidisciplinary approach, training inside and outside Bryggan, a relationship of trust 
with parents and the creation of our own parent education manual, continuous support for young 
children (up to the first grade of elementary school) and a network of horizontal axis (cooperation 
with educational, medical, health-care, and welfare institutions in the region), regardless of 
whether or not there is a diagnosis. An early support system for children with developmental issues 
was presented.

研究分野： 科学社会学および科学技術史関連

キーワード： 神経発達症群　支援システム　幼児支援　保護者支援　専門職養成　スウェーデン

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　スウェーデンにおける神経発達症群に関わる支援チームBryggan の20年にわたる活動を通して、子どもに対す
る継続的支援ならびに地域での保健・医療・教育との連携の有用性について示した。一方、Brygganスタッフ研
修、保護者支援マニュアルの作成、関係機関とのカンファレンスや専門職研修は質の高い支援を生み出し、高い
外部評価を得た。管轄地域の約10％の子どもがBrygganを通過した年もあり、その結果、小学校での問題と病院
での受診待機期間が減少した。
　以上の効果的な取り組みは日本における教育・福祉現場や医療的支援の在り方に示唆を与えるものであり、学
会や論文発表、また専門職研修等によって紹介した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 神経発達症群の範疇にある子どもと保護者の支援について、スウェーデン研究におい
ては、2007 年から、ストックホルムをはじめ 8都市をフィールドとして広く調査をすすめ、
医学的知見や障害観の変化とともに、地域での保健・教育・福祉システムとのダイナミクス
について研究をすすめてきた。スウェーデンの各市で、医学的知見を基底としながらも、地
域の人的ならびに社会的資源を活かした、地方固有の組織化された支援システムがみられ
た。共通する要素のひとつに、子どもと保護者のニーズをとらえて寄り添い、障害或いは類
似した子どもの状態に対応できる知識と技術を習得した専門職の資質能力がある。それは、
日本における指導と支援を担う専門職養成/研修の内容に大きな示唆を与える。  
 その一方で、近代という時代に限っても、障害観や神経発達症群をめぐる理解も変化
し、それに基づく支援のパラダイムもシフトしてきた。2001 年 WHO による ICF（国際生
活機能分類）が示した「生きることの困難さ(障害)」に対する理解と支援の考え方は、医
学モデルとともに環境との相互作用によって作られる生活機能の「障害」を社会モデル
として提示した。2006 年の国連総会採択の「障害者の権利に関する条約」において、共
生社会を目指した具体的提案がなされた。スウェーデンにおいても、WHO の考え方や国
連が掲げる条約は障害に対する理解や支援の指針となっており、2008 年に「差別禁止
法」、そして 2019 年には、「児童の権利に関する条約（1989 年国連総会採択）」が 国内
法となった。スウェーデンでそして日本で、共生社会を目指し、子ども時代から格差が
なく 「公平」であることの重要性が掲げられている。医学面では、 2013 年に DSM-5（精
神疾患の診断と統計マニュアル第 5版）が発表された。 

本研究では、スウェーデンでの取り組みの中でも、外部評価の高い活動を継続し、ウプ
サラ VITS 等の他の自治体の施策にも影響を与えたスウェーデンのイェブレ市（人口 10 万）
ならびにサンドビッケン市（人口 3万）における神経発達症群あるいはそれに類する幼
児と保護者への支援組織である Bryggan に目が留まり、その組織と活動内容、専門職の
役割とその資質能力の向上、専門職による社会（形成）機能、さらに利用者（子どもと保護
者）のニーズと支援による変化に関心を抱いた。 

 
 

２．研究の目的（当初） 
 上記 1でも述べたが、スウェーデンのイェブレ市ならびにサンドビッケン市における
神経発達症群あるいはそれに類する幼児と保護者への支援に注目し、その支援組織であ
る Bryggan のシステムを研究調査対象とし、1996 年の発足当時から現在に至る、組織化、
活動内容、専門性の育成・維持・向上のための Bryggan 内外の専門職研修、地域における医
療・保健・教育との連携を整理し、Bryggan の専門職と保護者に対するインタビュー調査を
基に、専門職に求められる資質能力を構成する要素、さらに社会（形成）機能を明らかにす
ることを目的とした。 
 具体的には、次の 4点を念頭に置いた。 
① 医学の知見の動向と、医学の知見を基底とした支援と、医学的に判断される支援の

効果について。特に、2012 年に発表された ESSENCE（Early Symptomatic Syndromes 
Eliciting Neurodevelopmental Clinical Examinations ）や 2013 年の DSM－5（アメ
リカ精神医学会による精神障害の診断と統計マニュアル第 5 版）は、子どもの暮らし
全体を見る視座を示し、Bryggan はその影響を受けていた。 

② 有用な支援の目的と方法を構造的に分析すること。Bryggan の活動が他の自治体の
施策の参考となったこと、年度によっては、4～5 歳児の約 10％が Bryggan を通過
し、医療機関での待ち時間の減少にもつながったことや小学校スタートを容易にさ
せたことなど、プラクティカルな指針と支援方法に注目する。 

③ Bryggan による専門職の資質能力向上とそれを担保する方法。地域の専門職に対す
る研修や合同会議、保育・教育現場での巡回指導、コンサルテーション、カンファ
レンスの有用性。  

④ Bryggan の活動の社会的影響について。地域の一般の人びとへの啓発活動をとおし
て神経発達症に対する理解の広がり、また Bryggan が有している地域ネットワーク
機能の効果、例えば、保育・教育現場の神経発達症（特に自閉スペクトラム症や注
意欠如・多動症）の子どもに関わる指導が保育士・教員の理解と適切な指導方法に
つながり、その保育士・教員の子どもに対する接し方を目にした同世代の子どもへ
の共生することへの影響。  

以上から、2つの Bryggan の活動を経年的に分析することによって、神経発達症群に
対する外部評価の高い有用な支援を構成する要素が、どのようなファクターと強い相関
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関係にあるかを検証し、一つの支援モデルとして示す。 
 
 
３．研究の方法（当初） 
Bryggan 発足当時 1996 年からの暦年資料ならびに外部評価や行政の関連資料、新聞記事

等の収集と翻訳整理、現地での参与観察、ならびに専門職と保護者に対するインタビュー調
査によって行う。テキストマイニングによる分析や、年次報告書の翻訳と整理を進めた。 
①  神経発達症群の医学の知見については、DSM－5 の診断基準ならびに ESSENCE、治療、

疫学調査を参考とする。Bryggan チームによる設定課題と支援方法さらに障害観につい
ては、ICF（国際生活機能分類）の考え方に基づいて把握する。 

②  Bryggan の専門職に対するインタビュー調査では、支援プログラム（親トレーニング 
等）の開発、子どもと保護者に対する関わり方、各専門職（医師、看護師、作業療法士、
理学療法士、心理師、特別支援教育指導教員）の役割、多職種連携等を対象とする。保
護者に対しては、障害受容や Bryggan 支援による子どもの変化、親子関係の変化、親の
気持ちの変化等を対象とする。  

③  Bryggan の専門職（保育士、教員、保健師、学校看護師、医療専門職等）研修やコンサ
ルテーション、カンファレンスの内容による保育士・教員への影響、また、地域ネット
ワークを活用した保育・教育の場における巡回指導を対象とする。 

④  地域の専門職や機関との連携や影響について、年次報告等や行政資料を用いて、
Bryggan の社会的機能（役割や働き）を整理する。 

以上のように、Bryggan の活動の足跡を文書資料、専門スタッフに対するインタビュ
ー調査により経年的に整理分析し、また、保護者に対するインタビュー調査も合わせて、
社会的役割を検討する。  
 
４．研究成果 
COVID-19 感染症蔓延のため、スウェーデンへの渡航が難しく、予定していたスウェーデ

ンにおける現地調査は 2023 年 2 月の 1回のみであった。予定を変更して、インタビュー調
査については Zoom を用いたオンラインでの方法に変更し、了解を得た Bryggan スタッフで
ある医師と看護師兼コーディネーターに対して行うことができた。 
また、Bryggan スタッフの協力を得て、Bryggan に関する 25 年間に掲載された新聞記事

（30本）、年次報告、外部評価資料、Bryggan スタッフ（理学療法士）による地域での専門
職研修の資料、開発した親教育プログラム、該当地区とくにサンドビッケンの施策に関する
広報誌等を入手し、その一部を翻訳し発表した。下記、年度ごとに研究成果を振り返る。 

2020 年度の成果は以下の 3点である。 ① 1994 年以降、現在の Bryggan の出発点である
リソースセンターとしての活動と活動趣旨が記された 1996 年 Arbetarbladet 新聞に掲載さ
れた記事について翻訳し、学会地方誌に掲載された。その内容は、Bryggan がモデル事業と
してスタートした動機や神経発達症をめぐる社会の問題（医療受診の為の長時間の待機時
間、学校での行動問題、保護者の苦悩等）を指摘したものであった。また、この記事の翻訳
については、Bryggan の創設者である医師とメールやオンラインでやり取りをして、その内
容と意訳に対する確認を行った。② 現在の Bryggan の活動の枠組みと社会的機能について
まとめた「スウェーデンにおける神経発達障害医療～地域に根差した幼児期における支援
システム」と題して、学会誌に掲載された。この内容は、Bryggan スタッフに対するインタ
ビュー調査を基にしたものである。③Bryggan の活動の前段階にある行政サービスとしての
小児保健センターにおけるチャイルドヘルスプログラムに注目し、スウェーデン政府がイ
ンターネットでアクセスできる形で公開しているプログラムやガイダンスを参考に、乳児
期並びに幼児期の精神運動発達に関わるチェックリストとフォローアップの要点を整理し、
「乳児期の精神運動発達の評価との特徴～スウェーデン“Barnhälsovårdsprogrammet”か
ら ～ 」「 幼 児 期 の 精 神 運 動 発 達 の 評 価 と そ の 特 徴 ～ ス ウ ェ ー デ ン
“Barnhälsovårdsprogrammet”から～」  と題して、学会地方誌に掲載された。
“Barnhälsovårdsprogrammet”はナショナルプログラムであり、全国で実施されている。こ
の内容から、小児保健センターで発達課題があり、その二次的フォローアップとして、
Bryggan の重要性を垣間見ることができた。 
 インタビューについては、オンラインでのインタビューに躊躇する専門職や保護者がお
り、承諾を得た Bryggan の医師と看護師兼コーディネーター２名のみとの頻回なやり取り
に終始したが、本年度は、Bryggan の活動をめぐる多くの資料を入手でき、それを翻訳する
ことによって、Bryggan 活動の推移と全体像が見え始めた。また、保育士・教員研修、行政
機関への助言等の機会に、Bryggan の実践（自閉スペクトラム症に対する理解と支援、保健、
福祉、教育のマトリックス型支援等）を紹介した。 

2021 年度も、COVID-19 感染症蔓延によりスウェーデンでの現地調査を行うことができな
かった。その代わりとして、先年度に続いて、資料収集と、オンラインによるインタビュー
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調査に重きを置いた。具体的には、Bryggan の活動を経年的に整理し、専門職の資質能力に
関して Bryggan の専門職にインタビューを行い、保護者に対するインタビューの段取り （質
問内容、倫理申請など）を整えた。保護者に関しては、オンラインのため、2019 年に行った
2名の他に Bryggan 利用者の協力を得ることが難しく、業者に依頼し、研究の趣旨と倫理事
項を添えて広く一般募集を行った。保護者に対するインタビューも、オンラインでの了解を
得て 8名（7名は保護者、1名は保護者であり支援者）が確保でき、書類のやり取りをしな
がら、また倫理申請の結果を待ちながら段取りを進めた。 
Bryggan スタッフとしては、医師、看護師兼コーディネーターに対して、オンラインでイ

ンタビューを合計 10 回予定し、その内、5回（医師：2時間×3回、看護師：2時間×2回）
を実施した。また二人には、資料翻訳の際に意味するところについて質疑応答の許可を得た。  
Bryggan での活動は、子ども支援や親支援にとどまらず、Bryggan 組織内の専門職の研修

によって支援する者の資質能力の向上を図り、さらに 地域の専門職や行政官や政治家への
啓発活動、地域における一般大衆向けの公開講座も企図された。 
2021 年度に、この研究において遂行できたこと並びに成果として、収集した資料は、1994

年と 2003 年の新聞記事、2012 年の Bryggan 活動に対する外部評価文書ならびに 2013 年～
2020 年までの関わる年次報告であり、それらの翻訳および整理を行った。Bryggan 活動開始
前の 1994 年の新聞記事には、Bryggan を主導する医師と看護師による神経発達症群の範疇
にある子どもたちの現状についての問題点や両者の思いが記されている。また、活動開始後
7年後の 2003 年の新聞記事には、Bryggan が多職種連携により、地域の保健・教育機関と連
携し、幼児期後期を対象として包括的支援を進めてきた経緯が示されている。2本の「報告」
と 1 本の「研究ノート」が学会地方誌と大学紀要に掲載された。保護者支援については、
Bryggan での方法を日本に活用して、6本のエッセイを記し発表した。 
2022 年度においても、COVID-19 感染症蔓延状況が続いていたが、2023 年 2 月には渡瑞

し、Bryggan に対する現地での調査を進めることができた。現地で医師と看護師兼コーディ
ネーターに Bryggan の現状について直接インタビューができ、また Bryggan と連携する地
域の小児保健センターの専門職に対してインタビュー調査も行った。現地での対面調査で
は、オンラインでは得られなかった臨場感あふれる事例や、インターネットや添付ファイル
では得ることができない資料の収集が可能となった。現在、現地で得たインタビュー調査に
ついてはテープ起こしと翻訳を、資料についても翻訳を進めている。 
一方で、オンラインによるインタビュー調査を継続した。予定していた他の Bryggan スタ

ッフである特別支援教育指導教員、心理師、作業療法士、ソーシャルワーカーは、オンライ
ンでのインタビューは不可能であったが、医師と看護師兼コーディネーターに対しては、昨
年度に追加して、医師は 2時間×1回、看護師兼コーディネーターは 2時間×6回の半構造
化面接を行うことができた。これらのインタビュー調査を通して、活動、組織の変化、経済
面、 Bryggan 来訪者（受診者）の動向、専門職研修にわたって詳細な内容を聞き取ること
ができ、今年度は特に専門職の資質能力向上に向けた取り組みと、保護者のニーズについて
調査が可能となった。現地調査で、二人の Bryggan スタッフに会い、新しい資料を入手する
ことができ、活動の詳細を確認することができた。 
今年度、この研究の成果は次のとおりである。 ①Bryggan を主導する医師と看護師兼コ

ーディネーター、関連する小児保健センターでの専門職に対するインタビュー調査を通し
て、地域における Bryggan の位置づけと役割を把握し、②この 20 年の Bryggan 組織、目的
並びに活動の変化、財政状況、専門職養成としてのスタッフ研修の枠組みについて理解を深
めることができた。一方、③Bryggan の支援を受ける保護者についても、現地対面でのイン
タビューに対する了解を得ていたが、オンラインによる調査については不可能であったた
め（2019 年に 2 名のみ行ったが）、神経発達症群の範疇にある子どもと保護者のニーズを少
しでも把握するために、Bryggan 以外に範囲を広げて業者を通してオープンに募集を行い、
Bryggan 以外の保護者の協力を得て、神経発達症（Bryggan の対象で多い、自閉スペクトラ
ム症ならびに注意欠如・多動症等）と診断された子どもの保護者 7名（子ども 10 名）の障
害受容や必要な支援、また有用であった支援を把握するために半構造化面接を行った（倫理
申請済み）。 
以上の成果として、資料収集と翻訳作業：昨年度入手した資料（新聞記事と外部評価報告、

2014 年次報告と教育的マッピング）を翻訳し、学会地方誌に 2 本掲載された。また、現地
調査やオンライン調査で、Bryggan スタッフから得た新しい資料 （年次報告、外部評価、
研修資料、行政資料等）ならびにインタビュー内容について、翻訳作業を進めている。それ
らは、Bryggan の活動を経年的に整理し、Bryggan が専門職に求めた 資質能力を把握する助
けとなっている。 以上により、医療・保健・教育の多職種連携による、幼児期後期を対象
とした包括的支援の様相がより明らかとなった。 
2023 年度は、本研究のまとめに努めた。引き続き、神経発達症群の範疇にある幼児と保

護者の支援組織である Bryggan の医師と看護師兼コーディネーターに対するメール並びに
オンラインでの補足調査を行った。並行して、広域自治体と基礎自治体に提出する Bryggan
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の年次報告書と、専門職研修の内容を翻訳した。 Bryggan の活動を通して、Bryggan の活動
自体が多職種（医師、看護師、心理師、作業療法士、理学療法士等）連携によって行われて
いること、幼児期を通して 小学校入学後一年間という期間の子どもに対する経年的支援
（縦軸の支援）と、各時期における地域の保健（小児保健センター）、教育（就学前学校～
小学校）、医療（児童期青年期精神診療所、ハビリテーションセンター等）の各専門職と連
携する横軸の支援を構築していることが明らかとなった。 
年次報告と Bryggan のスタッフである作業療法士による研修内容を翻訳し、学会地方誌 

に 2本掲載され、また学会研究集会で発表した。  
その一方で、自閉スペクトラム症、注意欠如・多動症と診断された子どもの 7名の保護者

に対するオンラインでのインタビュー内容を整理し、テープ起こし並びに翻訳を行った。 
現在、専門職と保護者に分けて、インタビュー内容をテキストマイニング法によって解析中
である。専門職については外部評価の高い Bryggan 活動の構成要素 について、保護者に対
しては、保護者が認識する子どもの状態、受けた支援や親の気持ちについて明らかにするこ
とを目指している。 

以上、本研究を通して、スウェーデンのイェブレ市ならびにサンドビッケン市におけ
る神経発達症群あるいはそれに類する幼児と親への支援組織 Bryggan の発足趣旨から約
25 年にわたる活動経緯を整理し、特にその組織化、活動内容、その基底となった医学的知
見の変化、Bryggan の専門職の専門性の向上や資質能力や地域連携、保護者のニーズについ
て把握することができ、神経発達症群の子どもに対する有用な支援の在り方を示してきた。 
Bryggan スタッフに対するインタビューならびに保護者に対するインタビューは分析中

であるが、支援側の意識や Bryggan 全体の活動を成す要素、保護者については、保護者が認
識する子どもの状態や、保護者の支援に対するニーズについて明らかにして、支援のひとつ
のモデルを示したい。 
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